
IT導入補助金
を活用して、業務効率アップと
コストセーブを同時に実現！

AutoCAD、Inventor、Revitをはじめとする単体製品から業界別コレクション製品まで、オートデスク対象製品
の導入で、IT 導入補助金が活用できるチャンスです。
※ IT 導入補助金 2020 に、IT 導入支援事業者として登録されているオートデスク認定販売店から登録されている IT ツールを導入される場合に限ります

オートデスク製品も IT 導入補助金の対象となります

▼  詳しくは、オートデスク製品を IT ツールとして登録されている IT 導入支援事業者までお問い合わせください

中小企業・小規模事業の皆さま必見！ ITソフトウェア費・ 
導入関連費等を

IT 導入補助金 2020 事務局
が補助

* C 類型の場合

450万円まで*
最
大

ITの導入補助金 2020 では従来の A,B 類型に加えて
テレワーク導入などによる業務改善を支援する特別枠（C 類型）が加わりました

申請受付 2020 年 5月 11 日（月）より受付開始 ▼ 受付終了時期を含む詳細スケジュールは下記にてご確認ください

www.it-hojo.jp/schedule/



認められる
ケースあり

IT 導入補助金活用による

業務改革例

CASE 01 |建築設計事務所
□ 事業内容：一般住宅建築の設計
□ 従業員数：20名
□ 導入製品：Architecture, Engineering & Construction Collection

CASE 02 |自動車部品メーカー
□ 事業内容：自動車部品の開発・生産・販売
□ 従業員数：15 名
□ 導入製品：Product Design & Manufacturing Collection

中小企業・自営業の皆さまが IT ツール導入
に活用いただける補助金です。

テレワーク導入や業務改

善の費用についての資金

繰りにお悩みの事業者の

皆さまを支援する、特別

枠の補助金です。

IT導入コンサルティング、導入
研修、保守サポートも IT 補助
金の補助対象になります

詳しくは、IT 導入補助金公式サイトでご確認ください www.it-hojo.jp

通常枠の

A 類型は
どんなものIT導入補助金

とは
自社の課題やニーズに合った IT ツー
ル（ソフトウェア、サービス等）を

導入する際に、その経費の一部を

国が 補 助する制 度 です。2017 年
から開始され、すでに多くの企業 
や事業者がこの IT 導入補助金を活用
し、業務の効率化・売上向上を実現し

ています。

費用の 1/2、
最大 150 万円を補助

補助率が最大 3/4
に拡充、最大 450
万円を補助

PC・タブレット等の
ハードウェアにかかる
レンタル費用も補助対象

公募前に購入した
ITツール等も補助対象
※審査等、一定の条件があります。

自社の課題にあった
IT ツールが導入できる

「IT 導入支援事業者」が
申請・手続きをサポート

様々な業種・組織
形態に対応
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特別枠 1. 購入

2. 申請

3.採択決定

通常枠

最大

3/4
に拡充1/2

適用後通常

300万円分
ご負担額

150万円

IT 導入補助金
最大 150万円



Inventor を活用したテンプレート設計で、製品バリエー
ション展開における 3 次元モデル作成および各種図面作成
を自動化し、作図納期の大幅な短縮を実現

5分［ 数値入力のみで完了 ］

導入前

導入後

設計のバリエーション展開 1件：1 週間

ソフトウェア製品、クラウドサービス

利用費、導入関連経費などが補助金

の対象となります。

例えば製造業や建設業の場合、

資本金の額または出資の総額が

3 億円以下で、常勤の従業員の
数が 300 人以下の会社または
個人事業主となります。

［ AEC Collection 導入コスト ］

ソフトウェア費用 ¥431,000/年 × 7名分 ＋ 
トレーニング費用  ¥380,000 = ¥3,397,000通常価格

IT 導入補助金 
（A 類型） を活用 ¥1,897,000 150万円

セーブ

［ PDM Collection導入コスト ］

¥395,000/年 × 3名分 = ¥1,185,000

※ソフトウェア費用は 2019 年 7月現在の希望小売価格（税別）です。    ※上記はあくまで例となります。具体的な取扱い製品、役務、関わる金額等については、IT 導入支援事業者にお問い合わせください。

通常価格

IT 導入補助金 
（A 類型） を活用 ¥592,500 約59 万円

セーブ

A 類型 C 類型

上限額 150万円 450万円

下限額 30万円 30万円

補助率
ITソフトウェア費・ 
導入関連費等の

2 分の 1 以内
テレワーク支援に関する 

ソフトウェア費・導入関連費の

4 分の3以内

IT 導入支援事業者・ITツール検索はこちら www.it-hojo.jp/applicant/vendorlist.html

2018 年までに

のべ 77,000 件が
支援されました

申請するには

どうすれば

いいの

補助金は

どんなこと

に使えるの

補助金は

いくら

出るの

トレーニング費用も含

めて補助が受けられ、

スキル向上にもつながり、

利益・売上が早期に拡

大しました

ベテラン設計者でも毎回
1週間かかるバリエーショ
ン設計を、1 度テンプレー
トを作り込みさえすれば、
誰でも数値入力のみの数
分で 3 次元モデルを作成
できるようになりました

申請資格の有無確認、IT
導入支援事業者の選定等

の事前準備

IT 導入支援事業者の支援
のもと、ホームページから

申請に必要な情報を提出

審査を経て交付決定され

た場合、補助金を活用して

ITツールを導入

▼  申請・手続きの詳細はこちら www.it-hojo.jp/procedure/

STEP 1

補助の対象に

なるのは

どんな会社

導入
パイロット
プロジェクト 実プロジェクト運用トレーニング

収益 20%UP

トレーニングを含めた BIMツールの導入により、BIMへの 
移行が短期間で完了。1年間で 20%の収益アップを実現

STEP 2 STEP 3

▼ 交付申請期間

2020 年 5月 11日（金） より受付開始
終了時期は IT 導入補助金特設サイトでご確認ください

www.it-hojo.jp/

公募は

いつから

いつまで



オートデスク認定販売パートナー

Autodesk、AutoCAD、Inventor、Revit は、米国および／またはその他の国々における、Autodesk, Inc. の登録
商標です。その他のすべてのブランド名、または商標は、それぞれの所有者に帰属します。オートデスクは、通知を行う
ことなくいつでも該当製品およびサービスの提供 、機能および価格を変更する権利を留保し、本書中の誤植または図
表の誤りについて責任を負いません。 © 2020 Autodesk, Inc. All rights reserved.

〒104-6024 東京都中央区晴海1-8-10 晴海アイランド トリトンスクエア オフィスタワーX 24F

オートデスク株式会社 www.autodesk.co.jp

IT導入補助金交付申請

事業者業種別 従業員数別

年度別労働生産性向上率推移（従業員数別）

建築設計、土木インフラ、建設・施工向け
BIM/CIM ツールのパッケージ
 ▼ パッケージ内容：
Revit／AutoCAD／ Civil 3D／ InfraWorks／
Navisworks Manage／ 3ds Max など

プロダクトデザインと工場レイアウトに欠かせない
設計・エンジニアリングツールのパッケージ

 ▼ パッケージ内容：
Inventor Professional ／ AutoCAD／ 
Inventor CAM／ Fusion 360 など

エンターテインメント制作用の 
クリエイティブ ツールを網羅したコレクション
 ▼ パッケージ内容：
Maya／ 3ds Max／ Arnold など

あらゆる設計が可能な CADソフトウェア。 
業種別ツールセット、Webおよび 
モバイル アプリを利用可能
 ▼ 含まれるツールセット
Architecture／Mechanical ／ Electrical ／
Plant 3D／Map 3D／ Raster Design／MEP

IT 導入補助金の特徴を、平成 30 年度補正 サービス等生産性向上
IT 導入支援事業の結果に基づいたデータをご紹介します。

出典：交付申請（N:7,386）

平成 28 年度補正 IT 導入補助金を利用された方からの事業終了後の
事業実施効果報告（N:12,026）

出典：交付申請（N:7,386）

※ 2020 年 5月現在

データで見る IT 導入補助金

IT 導入補助金  主な対象製品

IT 導入補助金を活用した製品導入に
ついてのオートデスクご相談窓口

※  ご相談の際は貴社名、ご担当様名、 
貴社所在地を必ずご記入くださいit-hojo@autodesk.com

IT 導入支援事業者・ITツール検索はこちら www.it-hojo.jp/applicant/vendorlist.html

半数以上が
20人未満の企業

3年間継続することで 100人未満の会社
では 10%を超える生産性向上を達成
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建設業・製造業
が上位に

建設業

製造業

卸売業・小売業

医療・福祉

その他

0% 5% 10% 15%

※ 2015年度または 2016年度導入からの推移です。

■ 導入して 1年～ 2 年目
■ 導入して 2 年～ 3 年目


